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絵本の読み聞かせ時に挿入質問をすることは、保育者の経験則からはタブーとされ、また構
造化された場での心理実験においては絵本の内容の理解に効果的であるとされるなど、その是
非については実践場面におけるエビデンスがないままであった。本研究では、実際の保育場面
において保育士が絵本を読み聞かせた後、挿入質問無し、事象質問あり、心情質問あり、どち
らもあり、の4つの設定において子どもがどのような反応を示すのかをビデオと観察記録から
検討した。その結果、挿入質問をおこなった場合においても園児らの絵本に対する楽しみは奪
われておらず、むしろ適切な質問は、読み聞かせをより楽しむことを促進することにつながる
ことが示唆された。保育場面における絵本というメディアとの適切な付き合い方に関する一つ
の有益な知見を得ることができたと考える。
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1．問題の所在と目的
絵本とは「絵のみ、もしくは絵と文の２つのメディ
アを使い、１つの主題をもとに、物語、イメージおよ
びある概念・知識のまとまりなどを表した本」と定義
されており［1］、子ども達は、絵本を読んだりすること
やめくったりすることを通して遊びへの意欲が培われ
ること、イメージを膨らませることによってごっこ遊
びや劇遊びへのつながりとなることなど、保育場面に
おいて多くの役割が期待されている。特に集団保育に
おいて絵本の読み聞かせをおこなう場面に着目する
と、尾崎は自らの長年の保育経験に基づき、絵本の選
び方及び絵本の読み方についていくつかのポイントが
重要であると述べている［2］。その中でも絵本の読み方
について着目しポイントをみてみると、絵本の持ち方
や声の大きさ、抑揚のつけ方など様々な観点から9つ
のポイントがあげられている。これらのポイントの中
でも特に、いたずらな注釈や説明は子どもたちの想像
力をこわし、絵本の本当の楽しみを奪い、結果的に子
どもたちを絵本から遠ざけてしまうという理由から
「読んでいる最中の大人からの説明や質問はしない」
という項目があげられている。
一方で今井・森田・杉山は発達心理学的見地から、
幼稚園年長児90名に対して個別におこなった実験に
より、物語を読み聞かせる場合の挿入質問は物語の登
場人物の心情を問う内容の心情質問と、物語の内容そ
のものに関することを問う内容の事象質問とに分類さ
れ、園児らに事象質問をおこなうと物語理解に効果が
あることや、心情質問をおこなうと物語の登場人物の
心情理解に効果があることを示している［3］。
このことから、一概に読み聞かせの場面において園
児らに挿入質問をしてはいけないということは断言で
きず、挿入質問の内容や絵本の場面によって読み聞か
せにおいてもたらされる園児らへの影響は異なること
が考えられる。
ところで、水内らは、T県内全保育所の保育士を対
象に、筒井頼子著『はじめてのおつかい』を読む場面
を想定して読み聞かせをおこなう際に重要視している
ポイントについて及び、保育士の保育全般における自
己評価について質問紙にて調査している［4］［5］。そして
因子分析の結果、 “全保育場面における自己評価が高
い保育士は、より読み聞かせにおけるポイントを重視
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している”ということが示唆されている。
そこで本研究では、集団保育場面における読み聞か
せにおいて、事象質問と心情質問の二種類の挿入質問
をおこなうことによる子どもへの影響について実証的
に検討することを目的とする。また、その際に保育士
の自己評価の違いについても考慮することとする。
　
2．方法
（1）調査対象と手続き
まず、T県内の保育園のうちH保育園（32名）及び
J保育園（15名）の２ヶ所の保育園の保育士に対し、
水内らの先行研究［5］で用いられた「絵本の読み聞かせ
において重要視しているポイント」、「保育場面におけ
る保育士の自己評価」についての5件法のアンケート
を実施した。ここでいう“自己評価”とは、水内ら［4］
のT県内の保育士115名に対しておこなった保育士と
して保育において重要するポイントは何かを問う自由
記述式のアンケートにおいて抽出された9つのカテゴ
リーをもとに全120項目からなる質問項目を使用し
た。それぞれに対し保育士が自分の保育を振り返った
際に各項目に挙げられているポイントをどれ程度意識
しているのかをたずねるものであり、本研究において
は、全項目の平均得点を基準とした。このアンケート
調査から、それぞれの保育園において自己評価の高い
保育士と自己評価の低い保育士を複数名抽出し、その
中から現在、3歳以上の園児の担任をしている保育士
を１名ずつ抽出し、本研究への協力を依頼した。なお、
普段の保育への影響を考慮し、本研究への協力を依頼
する際には主任保育士のみにそれぞれの保育士の選定
理由を説明し、本人達には自己評価の結果については
伝えていない。
読み聞かせをおこなう対象は各園の年長児クラスと
し、読み聞かせをおこなう際に学生が２～３名一緒に
読み聞かせを聞くこと、及びビデオカメラで読み聞か
せの様子を撮影することを園児らにわかりやすいよう
に年長児の担任から事前に伝えてもらった。
倫理的配慮として、ビデオカメラによる撮影の映像
や記録した園児らの様子は、本研究にのみ用いられる
ものであり個々の保育園や園児が特定されることはな
いことを保護者に対し書面にて説明し同意を得た。
（2）実践内容
①読み聞かせの対象の選定
『新・保育士養成講座』［6］によると、おおむね5歳か
ら6歳の発達過程ではねらいを「絵本、童話、視聴覚
教材などを見たり聞いたりして、その内容や面白さを
楽しみ、イメージを豊かに広げる」「絵本や童話、視
聴覚教材などを見たり、聞いたりして、様々なイメー
ジを広げるとともに、想像することの楽しさを味わう」
と述べられており、読み聞かせにおいて挿入質問をす
るにあたり心情質問をおこなう際に物語の流れや内容
を理解したうえで、登場人物の心情を想像しなければ
ならないという理由から、年長児を対象とすることと
し、H保育園年長児24名、J保育園年長児36名の計
60名の年長児を対象とした。
②保育士の選定
H保育園、J保育園それぞれで勤務する保育士に水
内らの先行研究［5］で用いられた「絵本の読み聞かせに
おいて重要視しているポイント」、「保育場面における
保育士の自己評価」についての５件法のアンケートを
実施し、自己評価の高い群と低い群に分類した。なお、
自己評価の高低を分類する際には、各園ごとに各保育
士の自己評価に関するアンケートの平均得点を出し、
最も平均得点が高い保育士3名を自己評価高群、最も
平均得点が低い保育士3名を自己評価低群とした。次
に、本研究では読み聞かせをおこなう対象を年長児と
したため、それぞれの園においても、普段から年長
児と顔を合わせることのある3歳以上の園児を担当す
る保育士を自己評価高群3名のうち1名、低群3名か
ら1名をそれぞれ選定した。それぞれの保育士のプロ
フィールを表1に示す。
③絵本の選定と挿入質問
『新・保育士養成講座』［6］において絵本は、子どもの
日常生活における基本的生活習慣を描いた「生活習慣
に関する学習絵本」、子どもの日常生活においてふれる
ものや、社会生活を営むうえで用いたり利用したりす
る「物や生き物などに関する絵本」、おなじみの昔話や
伝承話、そして童話などの名作を題材に扱っている「昔
話・童話・寓話などの絵本」、現代において創作された
お話を基にしている「創作・物語絵本」、知識情報に関
するあらゆるジャンルの学習促進や興味・関心をいだ
表１　各保育士のプロフィール
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かせる「学習・観察絵本」、飛び出す絵本などのしかけ
のある「ポップアップ絵本」の6種類に分類されている。
今回はこの中でも近年の子どもたちになじみがある
「創作・物語絵本」を用いることとし、平成19年に全
日本私立幼稚園幼児教育研究機構の調査広報委員会が
おこなった『子どもたちに読み聞かせたい絵本アン
ケート』のうち、“教師の立場として子どもに読んで
あげたい絵本”として年長児クラスの担当教諭が答え
たものにおいて上位を占めたもので［7］、なおかつ、計
4回の実践を通して、登場人物が大きく変化しないこ
とで、絵本に連続性があり心情質問などをおこなう際
により園児らが登場人物の気持ちに寄り添いやすいこ
とを考慮し、4巻以上のシリーズものの絵本である『と
もだちやシリーズ』（偕成社）及び『ティラノサウル
スシリーズ』（ポプラ社）を選定した。
④実践回数
読み聞かせをおこなう際に、各園において1グルー
プ12名から18名程度とし、自己評価の高い保育士、
自己評価の低い保育士の2グループに分け、それぞれ
のグループにおいて「挿入質問なし」、「事象質問あり」、
「心情質問あり」、「事象質問・心情質問あり」の計4
回の読み聞かせを週に1回おこなった（表2）。
なお、挿入質問をおこなう際には保育士同士でどの
ような質問をおこなうか話し合ってもらい園児に質問
をおこなう内容とそのタイミングを合わせることとし
たが、絵本の読み方や質問の仕方、読み聞かせ中の園
児らへの接し方などについては、それぞれの保育士が
普段の保育場面において園児らとかかわるように普段
通りの態度で接するように心掛けてもらった。
⑤実践環境
それぞれの読み聞かせの声が気にならないよう、読
み聞かせをおこなう際には別室または時間帯をずらす
などの配慮をおこなった。また、園児らは椅子に座り
2 ～ 3列になり読み聞かせを聞いており、いずれの保
育士も園児らが座っている椅子よりも少し高めの椅子
に座りながら読み聞かせをおこなった。この際ビデオ
カメラを保育士のななめ後ろから園児らの表情が撮影
できるように置き、座っている園児らの両端に特別支
援教育および幼児教育を専門に学ぶ学生が座ることで
読み聞かせ中の園児らの観察記録をとった。
⑥評価の観点
読み聞かせをおこなっているときの保育士の姿及び
園児らの姿やつぶやき、質問時の応答などの様子から
読み聞かせによる園児らへの影響を検討することとし
た。なお、分析をおこなう際には実践時の様子を撮影
したビデオ及び、読み聞かせを園児らと一緒に聞いて
いた学生の観察記録を用いた。
3．結果
結果の概要を表3に示す。読み聞かせをおこなう際
に、4名の保育士全員に当てはまる特徴として、下線
部（A）“登場人物によって声色を変える”及び、下線
部（B）“声の強弱をつける”の2点が挙げられる。そ
の他にも右手と左手で違いはあるものの園児ら全員に
絵本が見えるように提示している点も共通している。
各回ごとに特徴をみていくと、「第1回目：挿入質
問なし」（表3-1）の際にはそれぞれの保育士の間で
園児らに対する対応に大きな差はなく、自己評価低群
表２　各保育園における絵本と挿入質問
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の保育士が“静かに読み聞かせを聞くように園児らに
促す姿”や“擬音語に合わせて絵本を揺らす姿”がみら
れただけであった。園児らの反応については実践の
第1回目ということで窓の外を見たり、体を揺らした
りと落ち着きのない姿がしばし確認されたが、読み聞
かせが進むに連れて絵本に集中していく様子がみられ
た。また、H保育園では読み聞かせが終わった後に園
児らが波線部（a）のように背伸びをしていることや
J保育園では波線部（b）及び、波線部（c）のように「疲
れた」や「長かった」と発言している姿から、読み聞
かせがおこなわれている間に静かに集中し続けること
は園児らの負担になっていることなどが共通点として
挙げられる。
「第2回目：事象質問あり」（表3-2）の際には、質
問に対し園児らが答えを述べた場合に全ての保育士
が下線部（C）のように絵本の該当するページを全員
に見せることで質問に対する答えの確認及び共通理
解を図っている様子がみられた。さらに、質問に正
解した園児に対しては「すごいね」や「よくみてい
たね」というように声掛けをおこなう姿がみられた。
絵本の読み方については様々であり下線部（D）のよ
うに場面によって絵本を揺らしながら読み聞かせを
おこなったり、下線部（E）のように表現の一部を動
作化したりすることで園児らに絵本の内容を伝える
姿がみられた。
「第3回目：心情質問あり」（表3-3）の際には、事
象質問の場合とは異なりどの保育士も下線部（F）の
ように園児らの発言を受け止め、肯定あるいは称賛す
るという反応がみられた。また、挿入質問を読み聞か
せの最後におこなったJ保育園では特に、下線部（G）
のように保育士が園児らに絵本を見せ質問に至るまで
の物語の内容を確認したうえで質問をおこなう姿がみ
られた。また、各保育園において自己評価の高い保育
士は園児らから返答が得られない場合もそのまま絵本
を読み進めたり保育士なりの見解を述べたりする姿が
みられたが、自己評価の低い保育士は、園児らだった
らどうするのかということや、質問と関連のある場面
を振り返るという姿がみられた。
園児らの様子をみると、心情質問をおこなった第3
回目よりも事象質問をおこなった第2回目のほうが質
問をおこなった際に、より積極的に手を挙げて発言し
ている様子であった。
「第4回目：事象質問・心情質問あり」（表3-4）の
際に、保育士らはそれぞれの質問をおこなう前に、下
線部（G）のように一度物語の流れを全体で確認して
いる姿が多くみられた。また、園児らが事象質問に答
えた際には絵本を用いて答えの確認を全体でおこな
い、心情質問に答えた際には下線部（F）や下線部（H）
のように、質問に対する正解などを決めることはなく、
園児の発言を繰り返したり、受け止めたり、発言した
表３－１　読み聞かせ中にみられた保育士及び園児らの特徴（挿入質問なし）
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表３－２　読み聞かせ中にみられた保育士及び園児らの特徴（事象質問あり）
表３－３　読み聞かせ中にみられた保育士及び園児らの特徴（心情質問あり）
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園児を肯定あるいは称賛する姿がみられた。特にJ保
育園のC保育士（自己評価高群）は、園児らに「正解
も間違いもないから思ったことを言ってね」というよ
うに声をかけており、下線部（I）“質問をおこなう前
に園児に自由に発言することを促す”姿がみられた。
園児の反応においては、自己評価が低い保育士の読み
聞かせを聞いていた園児らは質問をされた際や、絵本
の読み聞かせの最中に波線部（e）のように自らの経
験と絵本の内容とを結びつけるような発言をしている
ことが特徴的である。
4．総合考察
（1）挿入質問のあり方について
本研究の実践の結果を踏まえて、各回の園児らの姿
をもとに絵本の読み聞かせ場面における挿入質問が園
児らに及ぼす影響を以下の「挿入質問なし」「事象質問」
「心情質問」の3つの観点から述べることとする。
①挿入質問なし
実践第1回目の結果より、挿入質問をおこなわない
場合において園児らの多くは、読み聞かせの最中に前
のめりな姿勢になったり、椅子から身を乗り出したり
しながら絵本をみている姿が確認できる。中には、読
み聞かせの最中に隣に座っている友達と話をしていた
り、窓の外などに視線を向け絵本以外のものに気をと
られたりしている園児も一部でみられたが、そのよう
な園児らも読み聞かせが進むにつれて絵本の方に視線
を向ける姿がみられた。そのため、多くの園児らは集
中してそれぞれの保育士の読み聞かせを聞いていると
思われる。しかし、読み聞かせが終わった後では波線
部（a）“背伸びをする”姿や波線部（b）“絵本が「長かっ
た」と発言する”姿、波線部（c）“「疲れた」と発言
する”姿がみられることから、長時間の読み聞かせを
同じ姿勢で静かに聞くことは集中している分だけ園児
らにとっては負担と感じることもあるのではないかと
考えられる。
結果からわかるように、H保育園では読み聞かせ後
に園児らが『ともだちや』について話をしていたり、
真似をしたりする姿がみられることや、読み聞かせの
表３－４　読み聞かせ中にみられた保育士及び園児らの特徴（事象質問・心情質問あり）
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直後に「おもしろかった」と絵本に対する率直な感想
を述べる姿がみられる。J保育園ではH保育園でみら
れたような園児らの姿は確認されなかったが、本研究
では各保育園で異なる絵本を読み聞かせに用いている
ため、絵本の内容の違い及び、各保育園の園児らの特
性の違いなどからこのような反応の違いがあったので
はないかと推察される。
上記のように、絵本に対する感想を発言することや
絵本の登場人物を真似することは、十分に園児らが読
み聞かせを楽しみ、絵本に親しんでいるということで
はないかと考えられる。しかし、読み聞かせの場面で
は園児らの反応がみられず、読み聞かせが終わり自由
遊びにむかう際では園児らの反応がみられたことか
ら、挿入質問がなく、しんとした静かな雰囲気の中で
おこなわれる読み聞かせの場合では、園児らが思った
ことや感じたことがあっても発言しにくい雰囲気と
なっているのではないかと考えられる。
さらに、実践の第1回目ということやクラスの半分
の人数で読み聞かせをおこなっていることなど普段の
環境と異なった環境であったことも、園児らにとって
は発言しにくい雰囲気となってしまったのではないか
と推察され、実践をおこなうにあたり見直すべき点で
あると考えられる。
②事象質問
実践第2回目及び4回目の結果から、事象質問をお
こなった際の園児らの姿をみると、挿入質問をおこな
わなかった第1回目の実践のときと同様に、読み聞か
せの最中には、椅子から身を乗り出したり、前のめり
な姿勢になったりしながら読み聞かせを聞く姿がみら
れ、読み聞かせの最中に事象質問をおこなうことに
よって園児らの集中がなくなるということはないと思
われる。
さらに、挿入質問をおこなわなかった実践第1回目
と大きく違う点としては、読み聞かせの最中や読み聞
かせ後に、園児らが笑ったり、絵本の内容について疑
問に思ったことや感じたことを発言したりする姿がみ
られたことである。このことから、事象質問をおこな
うことで、読み聞かせの最中であっても自分の感じた
ことや疑問に思ったことを自由に発言してもよいとい
う雰囲気となり、上記のような園児らの反応がみられ
たのではないかと考えられる。特に、読み聞かせの最
中にも質問をおこなってもらったH保育園では読み聞
かせ後にすべての質問をおこなってもらったJ保育園
よりも、質問の場面以外でも園児らのつぶやきが多く
みられたことや、質問をはさむことによって絵本より
も周囲の様子に気をとられていた園児らが絵本の方に
視線を向けなおす姿から、読み聞かせの最中に質問を
おこなうことで園児らのつぶやきが活発になり自分の
思いを表現できることや、絵本へ集中しなおすことが
できるのではないかと推察される。
質問の際には、多くの園児が手を挙げ積極的に質問
に答えようとする姿や質問に答える際に自らの生活上
の経験と結び付けたような発言をする姿がみられた。こ
のことから、読み聞かせの内容を集中して聞いていたこ
とや、その内容を絵本の出来事だけで留めるのではなく
自らの生活経験と結び付けることで、より絵本を身近な
ものとして感じているのではないかと思われる。
また、本研究の実践においておこなわれた事象質問
を改めてみてみると、登場人物の名前を問う質問や、
絵本のイラストから答えを読み取ることができる質問
（H保育園：キツネからもらったプレゼントは何か，J
保育園：プテラノドンの体の色は何色か）など、比較
的絵本の中でも繰り返し述べられている部分や物語の
内容の要となる部分を質問として取り上げていること
から、園児らにとって答えやすい質問内容であり、絵
本の内容理解の促進にもつながったのではないかと推
察される。さらに、質問に対する答えを、絵本を用い
て全体で確認することによってもその場にいる全員が
再度絵本の内容を振り返ることができ、質問がおこな
われなかった際よりも絵本の内容を詳しく理解するこ
とができたのではないかと考えられる。
それに加えて園児らの表情からは、質問に答えるこ
とができたという満足感や、保育士に自分の発言を受
け止めてもらい、「よくみていたね」などとほめられ
ることにうれしさを感じているように思われ、質問の
受け答えによる園児らと保育士との間のコミュニケー
ションにもつながるのではないかと考えられる。
以上のことより、事象質問をおこなうことで園児ら
の絵本に対する世界観が壊れるということはなく、寧
ろ自分たちの生活と物事を結び付けて発言している様
子や、保育士とのコミュニケーションへとつながる様
子から、絵本の内容を理解し楽しむことができるので
はないかと考えられる。
③心情質問
実践第3回目及び4回目において読み聞かせの最中
に心情質問をおこなった際の園児らの姿から、読み聞
かせに対し集中して聞いている様子は変わらず、保育
士の読み聞かせに合わせて身体や首でリズムをとった
り、絵本の内容を聞き笑ったりするという反応がみら
れることから、読み聞かせの最中や読み聞かせ後に物
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語の登場人物の心情を問うような質問をおこなうこと
で、集中力がなくなるということはなく、園児らは読
み聞かせを十分に楽しむことができているのではない
かと思われる。
また、事象質問をおこなった際と同様に、心情質問
をおこなった際には、挿入質問をおこなわなかった際
よりも読み聞かせ中にみられる園児らの姿は様々であ
り、絵本の内容を繰り返し口ずさんだり、自分の思っ
たことをつぶやいたりと読み聞かせの場面を通じて自
分の思いや考えを友達同士で共有できる機会となって
いるのではないかと推察される。
しかしながら、園児らの質問に対しての反応をみる
と、心情質問のみをおこなった実践第3回目では、事
象質問のみをおこなった実践第2回目よりも手を挙げ
て発言しようとする園児が少なく、なかなか園児らか
ら質問の答えは得られにくかった。
事象質問と心情質問の両方をおこなった実践第4回
目では第3回目の際よりも質問に対して園児らから活
発に反応が返ってきた。
これらのことから、物語の登場人物の心情を問うよ
うな質問は事象質問とは異なり正解が決まっているも
のではなく、園児らそれぞれに感じることや思うこと
がありその思いを言葉に表すことは難易度が高いので
はないかと考えられる。また、心情質問に答えるため
には、読み聞かせを聞くことや絵本のイラストを見る
ことから、絵本の物語の中で何が起きているのかとい
う登場人物が置かれている状況や物語の背景を読み取
り、理解している必要があると思われる。そのため、
心情質問は単独でおこなうのではなく絵本の内容を一
度振り返った後や事象質問などと組み合わせておこな
うことで、園児らにとってはより登場人物の心情に寄
り添いやすくなるのではないかと考えられる。さら
に、園児らの反応から、心情質問において登場人物の
心情を問うだけではなく園児ら自身だったらどうする
かや、それはなぜかを問う方が園児らにとっては答え
やすく、より自分の感じたことや思ったことを素直に
言葉として表現できるのではないかと考えられる。
また、心情質問に答えた際には保育士から答えを強
制されることはなく、自分の感じたことをそのまま受
け止めてもらえることや、その考えを肯定及び称賛さ
れることで、それぞれの園児が絵本に対し自分なりの
解釈を持てることにつながり、独自の絵本の内容に対
する世界観を持つことができるのではないかと推察さ
れる。
以上のことから、読み聞かせにおいて心情質問をお
こなうことは、物語の登場人物の心情に寄り添うこと
や自分なりの絵本の世界観を築くことにつながり、園
児らの想像力や他者の気持ちを考える力の発達や、自
分の思いを発言することで友だちと自分の持つイメー
ジを共有することにつながり、従来根拠のないままに
言われていたような園児らの絵本に対する楽しみを奪
うということには、必ずしもつながらないのではない
かと考えられる。
（2）自己評価の違いによる保育士の特徴
各回の読み聞かせの実践における保育士4名の共通
する特徴として、下線部（A）のように登場人物によっ
て声色を変えることや、下線部（B）のように声の強
弱をつけることが挙げられることから、総合的な保育
場面における自己評価の違いによって、読み聞かせの
場面でみられる保育士らの特徴に大きな違いはないの
ではないかと考えられる。
登場人物によって声色を変えることで園児らに絵本
の登場人物のなかで誰が、何を話しているのかが伝わ
りやすくなることや、声の強弱をつけることで場面の
変化が伝わりやすくなることなどが考えられ、園児ら
がより絵本の世界観に深く入り込むことができるので
はないかと推察される。また、読み聞かせの際にあま
り集中できず窓の外を見たり後ろを振り向いたりして
いる園児らは、読み聞かせをしている保育士の声が少
し大きくなったタイミングなどで絵本に視線を向けな
おす姿もみられたため、場面によって声の強弱をつけ
ること及び、登場人物によって声色を変えることは園
児らが読み聞かせを楽しむためのひとつの手立てと
なっていると思われる。
保育士の声以外の特徴に着目すると、すべての保育
士が読み聞かせを聞く園児らよりも少し高い位置で絵
本を持ち、全員に絵本が見えるように配慮する姿がみ
られたことからも、読み聞かせを始める前に園児らが
読み聞かせを集中して聞くことができるように環境設
定をおこなっていたのだと思われる。
質問をおこなう際には、自己評価の高い保育士は絵
本の流れを説明したうえで質問をおこなうことが多く
みられ、自己評価の低い保育士はそのままの流れで質
問をおこなうことや園児らの生活経験に結び付けて考
えさせることが多くみられた。また、質問をおこなっ
た後の保育士の反応としては、すべての保育士が園児
らの発言を繰り返したり、相槌をうったりすることで、
肯定的に園児らの意見を受け止めていたように思われ
る。そのようにすることで、園児らと1対1のやりと
りにはならず、1人の意見を全体で共有して、異なる
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意見が出てくることもあれば全員で共感しあうことに
もつながり、保育士と園児だけではなく園児同士での
コミュニケーションにもつながり得るのではないかと
考えられる。
さらに、本研究の保育士の選定にあたり事前におこ
なった保育場面における自己評価に関する5件法のア
ンケート結果をみてみると、4名の保育士は共通して
“子どもと目線をあわせることができる”“子どもの名
前を呼んで話しかけることができる”“子どもの思いを
受け止めることができる”“子どもを褒めることができ
る”“一人ひとりの子どもに願いをもって関わることが
できる”などの項目の評価が高く、総合的な保育場面
における自己評価に差はあるものの、園児らとの関わ
りにおいて心がけているポイントは同じであり、普段
から園児らとの関係性や信頼関係を築くことなどを重
要視しているのではないかということが示唆される。
以上のようなことから、読み聞かせ及び、挿入質問
をおこなう際に自己評価の違いによる保育士の特徴の
差は特に感じられず、それぞれの保育士が読み聞かせ
の対象となる園児らとの関係性を大切にしており信頼
関係を互いに築いていたのではないかと考察される。
したがって、読み聞かせの対象となる園児らの特徴を
把握し、保育士と園児らの相互の関わりから本研究で
は、お互いに楽しさを感じられるような場となってい
たのではないかと思われる。
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